　　横浜市立大学　アクティブ・ラーニング推進プログラム



平成28年度　アクティブ・ラーニング推進プログラム申請書

平成　　年　　月　　日

横浜市立大学　学長
申請者
	所属
	

	職名
	
	氏名
	

	電話
	
	携帯電話
	

	FAX
	
	E-mail
	


アクティブ・ラーニング推進プログラムに申請します。
	対象プログラム
（いずれかに○）
	ア　温暖化対策や超高齢社会への対応など、環境未来都市構想に関連するもの
イ　神奈川県内をフィールドとしており、学生の実践的な能力開発に資するもの

	アの場合のみ記載
	（アの場合は、こちらに環境未来都市構想との関連性について記載してください。）



	科目名
	
	地域実践科目の指定　　あり　・　なし

	事業名
	

	計画額（円）
	


１　事業内容

	実施地域と
授業で対象とする地域や産業の課題
（設定した理由も併せて記載してください）
	

	アクティブ・ラーニングを導入する目的
	

	平成28年度

実施内容
（連携機関等がある場合は、関わりがわかるように必ず記載してください。）
	

	実施スケジュール
	

	実施により
見込まれる成果
（学生の学習効果、地域貢献活動による地域貢献の見込、等を具体的に記載してください。）
	

	平成28年度

達成の評価指標
（上記成果をはかる客観的指標・数値目標など事業の評価指標となる具体的な達成目標を記載してください。）
	


【記入上の注意】

記入に際しては、特段の注意書きの無い限り、字数・行数・枚数は制限しません。説明に必要であれば、図・表等も記入してください。なお、英数字、ハイフン（-）は半角、句点は「。」、読点は「、」で記載してください。
２　経費（概算）
	　経費
	
	総　額

(千円)
	交通費

(千円)
	消耗品費

(千円)
	印刷製本費
(千円)
	謝金
(千円)

	
	合　計
	
	
	
	
	

	

	項　　目
	金　　額
	説　　　明

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　　　計
	
	


執行管理は地域貢献センターで行いますので、できるだけ詳しく記載してください。
３　用語の説明

本計画書で使用している専門用語及び略語のうち、必要と思われるものについては、解説を記述してください。

なお、他に参考となるWebサイトがあれば併せてURLも記入してください。
様式1
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